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（総括）研究報告書 
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（H22-3 次がん-一般-043） 

 研究代表者 沼崎 穂高 大阪大学大学院医学系研究科 助教 

 

研究要旨 

臨床治療面を重視したがん診療科 DB を普及させて、学会に症例登録できる DB の開発と運

用を行う。本年度は、①院内/地域がん登録とのデータ連携: 院内がん登録支援ソフトウェア

Hos-CanR とのデータ連携性を確認した。②臓器別がん登録との連携: 食道癌全国登録の支

援継続。他 4 疾患も各論 DB 調査項目策定で協力を得た。③治療 RIS へ本 DB フォーマッ

ト装填: IHE-JRO、開発企業と連携して協議を継続中。④日本版 ATC 構築：治療計画デー

タの集積、検証、閲覧システムの改訂、テスト運用を行った。⑤JNCDB 改訂: 基本 DB 項

目を再検討し、現状に沿った項目に改訂した。⑤放射線治療症例全国登録の feasibility 

study：本格運用に向けた feasibility study を行った。⑥全国放射治療施設定期構造調査：

2010 年のデータを公開した。2011、2012 年のデータを現在解析中。 
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A. 研究目的 

がん治療の3本柱の一つである放射線

治療の推進はがん対策推進基本計画の中

でも重点課題として挙げられている。放

射線治療分野では技術の高度化、患者数

増加により詳細な治療情報が大量に発生

しているが、情報標準化はなされていな

い。先行研究（H16-3次がん-039、H19-3

次がん-一般-038）で放射線治療部門DBの

標準登録様式を策定し、全国的なデータ

収集・分析が行えるJNCDBを構築し、学

会 JASTRO HP※1 http://www.jastro.or.jp/ 

からダウンロード可能とし、随時改訂作業

を行っている。さらにIHE-J RO WG※2と連

携して治療 RIS （ Radiation Information 

System）へのJNCDB formatの装填開発を

進めている。 

本研究では JNCDB の実運用すなわち全

国的な診療、特に治療の質の評価のための
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データ収集・分析を行い、施設に還元する。

さらに診療科 DB（臓器別がん登録）の標準

化、院内、地域がん登録とのデータ連携を

進め、入力重複の現場負担を軽減し、デー

タの質向上を図る。米国ではがん登録は法

制化されている。臓器別がん登録にあたる

NCDB（National Cancer Database）、地域がん

登録にあたる SEER（Surveillance 

Epidemiology and End Result）と NPCR

（National Program of Cancer Registries）は標

準様式が決まっている。NCDB は治療結果

だけではなく、診療過程や施設構造のデー

タも収集し、がん診療の質評価、施設認定

に利用されており、米国のがん診療の司令

塔として重要な役割を果たしている。日本

では院内、地域がん登録は厚生労働省の政

策で標準化が進められているが、登録項目

は少なく、米国のようながん診療の質評価

まで行うことは難しい。臓器別がん登録は

詳細な診療データを収集しているが、デー

タ元となる診療科 DB と共に標準化が進ん

でいない。本研究により、診療科 DB に標

準化部分を装填することで JNCDB を含む

臓器別がん登録の詳細データを日本のがん

診療の質評価に利用できる。 
 
※1 JASTRO HP 
日本放射線腫瘍学会（Japanese Society for 

   Therapeutic Radiology and Oncology）ホ
ームページhttp://www.jastro.jp/ 

 
※2 IHE-J RO WG 
  日本IHE協会 放射線治療企画/技術委員会（I
ntegrating the Healthcare Enterprise – Japan R
adiation Oncology Working Group）標準規格を
用いた医療機器の情報連携、統合を目指して
発足したプロジェクト。日本では2005年からI
HE-Jが発足し、2006年2月から日本における放
射線治療分野の活動をIHE-J ROとして開始
している。 

 

 

B. 研究方法 

1) 院内/地域がん登録とのデータ連携 

JNCDB 登録ソフトと院内がん登録

支援ソフトHos-CanR Plusとのデータ

連携実験を行う。  

  

2) 臓器別がん登録との連携 

食道癌全国登録の支援を継続し、登

録システムを診療科 DB として活用し

やすいシステムに改良する。本年度は

2007、2008 年の 2 年分のデータを収集

する。他疾患との連携では JNCDB 調査

項目策定に協力を得る。 

 

3) 治療 RIS への JNCDB format の装填 

日本 IHE 協会放射線治療企画・技術

委員会と連携して、治療 RIS から HIS

への治療サマリの標準化を現在行って

いる。治療 RIS 内の DB 項目に JNCDB

基本 DB 項目を網羅するため、治療 RIS

開発企業へ働きかける。 

 

4) 日本版 ATC(Advanced Technology 

Consortium）※3の構築 

構築を進めている放射線治療計画遠

隔評価システムの機能拡大を行う。さら

に、実データを用いたテスト運用を行

う。 
 
※3 ATC 

Advanced Technology Consortium(先端技術
協会)の略で、米国でRTOG(Radiation Therapy 
Oncology Group)などの前向き臨床試験の治療
計画の正確性を遠隔あるいはセンターでStudy
事務局の放射線腫瘍医や物理士が評価できる
仕組みである。これらの大規模臨床試験の品
質保証の根幹を担う重要なグループであり、
ワシントン大学の医学物理士が開発した。 
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5) JNCDB 改訂・開発 

JNCDB の疾患共通部分である基本

DB の項目内容を再検討する。現状の治

療に沿った項目に改訂するとともに入

力ソフトウェアを開発する。学会 HP

に公開する。 

 

6) 放射線治療症例全国登録 

放射線治療症例全国登録の feasibility 

study を行う。また、データセンターを

放射線医学総合研究所に移管するため

の準備を行う。さらに、放射線医学総

合研究所倫理委員会、学会倫理委員会

へ申請準備を行う。学会 DB 委員会、

と連携し、本格運用の準備を進める。 

 

7) がん登録法制化検討 

先行研究からのがん登録法制化検討

チームを継続する。その活動の一助と

してのがん普及啓発活動を行う。学会

HP の放射線腫瘍学データセンターで

は全国的な分析データを一般公開し、

引き続き国民に対してがん登録の重要

性を発信し、民意でのがん登録法制化

を働きかける。 

 

8) 全国放射線治療施設の定期的構造調査

Web 登録 

学会 DB 委員会と協力して 2011 年、

2012 年データの集積を行う。2010 年デ

ータの学会 HP への一般公開を行う。 

 

（倫理面への配慮） 

・ 標準フォーマットの策定、DB システム

開発では、個人情報は取り扱わない。 

・ 全国的なデータ収集・分析（JNCDB の

運用）では、先行研究（H16-3次がん-039）

において、申請者の所属機関（大阪大学

医学部）の倫理委員会の承認を得た。 

・ 個人情報を連結不可能匿名化してデー

タ収集するため、施設側で倫理審査を受

ける必要はないが、要望があった場合に

対応できるように、下記項目を盛りこん

だ倫理審査申請書を準備している。 

 個人情報は集積しないため、インフ

ォームドコンセントを受ける必要

ない。研究の実施をポスターにより

提示する。また、研究対象者に不利

益は生じない。 

 データの管理に関して、情報保護規

約を策定し、研究班として遵守する。 

 全体の研究成果については、学会論

文発表、Web を通じて定期的に行う。 

 以上の最終責任は研究代表者が負う。 

 

C. 研究結果 

1) 院内/地域がん登録とのデータ連携 

JNCDB 登録ソフトウェアと院内がん

登録支援ソフトウェアHos-CanR Plusと

のデータ連携について、実際の登録デー

タにてデータの連携が可能であること

を確認した。 

 

2) 臓器別がん登録との連携 

臓器別がん登録との連携では 

JNCDB の調査項目の改訂で協力を得た。

さらに各臓器別がん登録との情報共有

を進めた。食道癌全国登録の支援継続：

2013 年 8 月に 2007、2008 年症例分の全

国登録を開始し、本研究班として、シス

テム開発、統計解析業務を担当している。

2013 年 12 月末日で登録を締め切り、現
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在データクリーニング、データ解析中、

本年度中に報告書を完成予定である。 
 

3) 治療 RIS への JNCDB format の装填 

治療 RIS に JNCDB の基本 DB や各論

DB を装填するよう治療RIS開発企業へ

の働きかけを継続して行った。すでにか

なり組み込まれ、データは自動提出され

る仕組みとなってきた。 

 

4) 日本版 ATC の構築 

昨年度開発した放射線治療計画デー

タ集積・検証・閲覧システム（図 1）を

改良し、実データを用いてテスト運用を

行った。 

RTP
System
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参加施設

DICOM-RT Internet

Comment

CT
Contours
Dose
Plan 個人情報

消去

データ解析者

Web
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CD or Internet
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図 1. 治療計画検証システムの概要. 

  

実データを用いて解析を行い、本シ

ステムが正常に運用できることが示

された（図2、3）。 

 
図 2. 治療計画閲覧ソフトウェア 

CT 値調整、コンツールの選択、線量分布の表示 

 

図 3. 治療計画検証システムの画面（DVH の比較）. 

 

さらに DICOM データを、インターネ

ットを介してサーバーに転送する機能

を追加した。施設 ID により、サーバー

内に作成した施設ごとのフォルダを認

識し、症例リストが表示され症例リスト

を選択すると、既に転送されている患者

データが閲覧可能となる。 

また、実際の治療計画の比較・検討を

行った。前立腺癌の IMRT 症例を比較し

た。処方、コンツール基準、リスク分類

を統一した上で①PTV: D95, Dmean 

(Gy)、②Rectum: V70, V65 (cc)、③

Bladder: V70, V65 (%)、④Rectum, 

Bladder: Volume (cc)を比較した（図 4）。 
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図 4. Bladder : V65, V70 の比較結果 

 

5) JNCDB 基本 DB 改訂・開発 

基本 DB の調査項目の再検討、改訂を

行った。現在改訂した項目に合わせた

JNCDB 登録ソフトウェアの改訂を行っ

ている。本年度中に学会（JASTRO）ホ
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ームページで学会員のパブリックコメ

ントを募集し、DB 項目を確定する予定

である。 

 

6) 放射線治療症例全国登録の運用 

2013年 7月から 9月にかけて、JNCDB

（放射線治療症例全国登録）の

feasibility study を行った。35 施設から

14,484 症例のデータを集積し、解析を行

った。診療内容（過程）は、照射方針、

小線源治療、高精度治療や照射線量など

において施設規模で標準治療の浸透を

含めて差異を定量的に観察できた。また、

専門医や指導医の実績評価のための分

析も可能であった。 

また昨年度まで、本研究のデータセン

ターは研究代表者の所属施設である大

阪大学が担ってきた（構造調査のデータ

センターを含む）。全国的なデータ登録

業務であり、恒常的な運営が必要なこと

から、データセンターを現在の大阪大学

から放射線医学総合研究所に移管する

こととなり、現在移管作業を進めている。

同時に放射線医学総合研究所の倫理審

査申請準備中である。 
7) がん登録法制化検討 

先行研究からのがん登録法制化検討

チームを継続した。その一助としての普

及啓発活動として JASTRO に放射線腫

瘍学データセンターを開設し、下記 8)

の分析結果や JNCDB format を順次公開

している。 

 

8) 全国放射線治療施設の定期的構造調査 

放射線治療情報の全国登録を担って

いる。全国の構造調査を毎年行い、解析

データを順次公開した。 

2010年データ 

JASTRO ホームページにて公開 

（http://www.jastro.or.jp/aboutus/child.ph

p?eid=00038） 

2011年データ 

回収率 79.0% （620/785）、集積中 

2012 年データ 

回収率 51.2% （530/785）、集積中 

2013 年データ 

2014 年 4 月に集積開始。現在集積項目

の最終調整中。 
  

D. 考察 

本研究では臓器横断的な放射線治療 DB

を普及させ、全国の放射線治療施設のがん

情報系を整備すると同時に臓器別がん登録、

院内がん登録との情報共有を目指している。 

本年度は、放射線治療専門医申請の実績

として評価可能な放射線治療実績 DB（22

項目）での feasibility study を行い、本研究

のメインである JNCDB 運用が開始された。

同時に基本 DB の改訂を行い、本格運用に

向けた準備を行っている。 

我が国においては電子カルテシステムが

普及してきているが、情報の後利用につい

ては未成熟である。当面、JNCDB も開発企

業との連携を模索しつつ、部門 DB である

治療 RIS へのオープンソース化と電子カル

テ 装 填 に 対 す る 交 渉 を 2 本 立 て で

IHE-JRO、JASTRO DB 委員会を通じて行

う。 後者の進展が十分でなくても現場の情

報系の整備が確実に進むように努力する。

後者が進めば移行する（図 6）。すでに治療

RIS には JNCDB のかなりの項目が装填さ

れるよう開発メーカーに情報発信している。 
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放射線治療部門DBの
オープンソース化

電子カルテへの装填に
対する交渉

登録項目，DB設計の
改訂の繰り返しにより，
完成度の高いDBを構築

電子カルテ未導入施設は
部門独自DBを継続

既存の部門DBのデータの
インポート機能を開発

電子カルテ装填が進んだ場合

電子カルテへ移行

がん診療科DB(ＪＮＣＤＢ)開発流れ

17

・個人情報部分の院
内がん登録様式統
一化

・各臓器別がん登録
との情報共有化・支援

 

図 6．がん診療科 DB（JNCDB）開発の流れ 

 

放射線治療計画データの集積・検証・閲 

覧システムを改良した。放射線治療計画デ

ータは外科手術手技に匹敵する詳細な情報

である。客観的に検証可能な形でデジタル

保管されている。自施設のみならず多施設

や地域・国レベルでの検証、比較が今後可

能となる。放射線治療の診療の質向上に貢

献できる（図 7）。 

ATC機能

放射線腫瘍学分野の研修
教育・研究体制構築につながる。

図７．ATC 機能の概要 

 

がん登録の意義、必要性の啓蒙活動の一

つとして、JNCDB 大改訂の調査項目を学会

JASTRO HP で一般公開し、各施設の放射線

治療部門の診療科 DB フォーマットの統一

化を支援している。さらに放射線治療部門

の治療 RIS 以外の診療科 DB、あるいは電子

カルテ開発ベンダーのがん診療 DB 開発構

築の支援を行っている。 

学会 JASTRO の定期的構造調査を昨年よ

り毎年行っている。解析データは順次一般

公開して、放射線治療の構造の改善を施設、

地域、国レベルで行うよう JASTRO DB 委

員会（研究代表者は同委員長）と連携して
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設に提言した。 
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 JNCDB 開発と運用によりわが国のがん

診療の実態が正確に把握され、医療現場の

診療の質向上に具体的に寄与しうる。 
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